
◆一般部門　 (敬称略、同賞内順不同）

賞 ジャンル 名前 ふりがな 作品名

小説・評論等 伊藤　久昭 いとう　ひさあき にこにこ鉄道物語

エッセイ 藤田　和清 ふじた　かずきよ 70歳の挑戦　K2峰展望

アフォリズム 多田　イズム ただ　いずむ
受験偏差値を気にするのは青春
受診検査値に気をもむのは白秋

詩 斎藤　静香 さいとう　しずか 桔梗のはなし

短歌 古市　史 ふるいち　ふみ 弟を喪いて

俳句 東谷　きみ子 あずまや　きみこ いぬふぐり

川柳 戴　けいこ いただき　けいこ 気付いてもらえない蛍

小説・評論等 沖　美幸 おき　みゆき オトノコ曼陀羅

エッセイ 小川　はつこ おがわ　はつこ 泰ちゃんと勝四郎

アフォリズム 中山　美保 なかやま　みほ
軍事費の増額分を、福祉、教育、文化に分配しなければ、防衛する住民が、こ
の国からいなくなってしまう。

詩 樋口　りゑ ひぐち　りえ 記憶のかけら

短歌 加藤　春子 かとう　はるこ にがき思ひ出（学徒動員）

俳句 北岡　礼子 きたおか　れいこ 冬の虹

川柳 玉木　りょうこ たまき　りょうこ 自画像
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第34回鈴鹿市文芸賞の受賞作品が決まりました



小説・評論等 辻　裕史 つじ　ひろし 人生の四季

小説・評論等 澤田　悟 さわだ　さとる チューリップの家

エッセイ 神生　綾子 じんせい　あやこ ピピドン島の夏

アフォリズム 佐脇　旦紀 さわき　あきのり
マニュアルや手順書に「目的」が書かれていないのは、貴方の言動に知恵と工
夫を期待しているからである。

詩 澤田　悟 さわだ　さとる 夜明けの気配

短歌 大平　千歳 おおひら　ちとせ 炎夏の季節

短歌 斎藤　静香 さいとう　しずか エチュード

俳句 横井　冨美 よこい　ふみ 家族

俳句 浅緋　凪沙 あさひ　なぎさ 縁～幸有りて～

川柳 田中　玉枝 たなか　たまえ 老いのひとりごと

川柳 圦山　繁 いりやま　しげる 百まで笑顔

◆ジュニア部門　 (敬称略、同賞内順不同）

賞 ジャンル 名前 ふりがな 作品名

作文・童話等 水野　海夏 みずの　みいな 二人でのりこえる

詩 藤田　真帆 ふじた　まほ 人生バイキング

短歌 田中　星凪 たなか　せな ちいさなひれ　光りうごいて　ネコギギが　安楽川ごと ざわっとゆれた

俳句・川柳 シャルマ　晟 しゃるま　じょう 暑い夏　野菜もぼくも　しなしなだ
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作文・童話等 三井　美咲 みつい　みさき ひとりごと。

詩 中山　咲乃 なかやま　さくの 見てないようで見てるの

短歌 太田　悠陽 おおた　はるひ なつの空 入道雲に さそわれて 少し背伸びして 大人に近ずく

俳句・川柳 任　梓赫 にん　しかく プールあと 水着がぬげない どうしよう

作文・童話等 髙瀬　りり子 たかせ　りりこ 私たちは水と油だけどうまくいく

詩 藤田　晃成 ふじた　こうせい ぼくは犬がほしい

短歌 吉川　莉永 よしかわ　りえ 夜空にて　明るく光る　花々に　ひときわ目立つ　月白の花

短歌 中山　咲乃 なかやま　さくの 貝がらと　出てくる砂の　においはね　夏のはじまり　夏のおしまい

短歌 堀内　妙恵 ほりうち　たえ さあいくぞ　ラケットを手に　サーブから　手に汗にぎる　最後のゲーム

短歌 堀内　萌恵 ほりうち　もえ ぐつぐつと　あわぶくたった　なべの中　おどっているよ　いもきのこにく

短歌 伊野　朝音 いの　あおい かみさまの　もりでもらった　くわがたは　つのがぴかぴか　ぼくのたからだ

短歌 西尾　岬夏 にしお　みさき とびおきた　ムカデでてきた　なつのあさ　ママがさけんで　ぱぱたいじした

短歌 山本　楓 やまもと　かえで 川のなか　さかなをさがし　しのびあし　でもとれたのは　小さなたにし

短歌 杉原　凛 すぎはら　りん 手作りの　ポップコーンが　パチパチと　電気を消せば　家えい画館

短歌 伊藤　咲藍 いとう　さらん バイバイの　時にはちょっと　泣きそうに　だけど手をふり　またねとわらう

短歌 落合　珀翔 おちあい　はくと 古墳見て　中に入った　石のかべ　大きな岩と　小さな石と

短歌 山田　遥香 やまだ　はるか 夏の日に　ぼうしみたいな　雲がいた　雲の名前は　入道雲だ

短歌 寺島　雫 てらしま　しずく ひときれの　すいかにひかる　夏の陽が　赤くきらめく　宝石みたい

短歌 髙松　蘭三 たかまつ　らんぞう 沖縄へ　初のフライト　楽しいな　りりくするとき　重力すごい

短歌 久保田　なずき くぼた　なずき シャリシャリと　おいしい音と　甘い汁　種の射的で　ねらうはゴミ箱

短歌 齊藤　羽麗 さいとう　うらら ふわふわと　ねこのしっぽが　時を止め　ジュースひとくち　まどろむ午後に
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賞 ジャンル 名前 ふりがな 作品名

俳句・川柳 伊藤　千畝 いとう　ちうね 天の川　船でいけるか　夢の川

俳句・川柳 後藤　千柚 ごとう　ちゆ あおいそら　くもがぷっかり　しろいかお

俳句・川柳 藤田　真帆 ふじた　まほ 雪どけの　落ちるしずくが　花火みたい

俳句・川柳 堀内　萌恵 ほりうち　もえ 空けると　ちがうせかいに　行けるんだ

俳句・川柳 堀内　勇志 ほりうち　ゆうし 長月の　空を彩る　熱気球

俳句・川柳 中山　咲乃 なかやま　さくの 歯がぬけて　とうもろこしの　つぶ見っけ

俳句・川柳 樋口　柚希 ひぐち　ゆずき きんちょうだ　電車通学　一日目

俳句・川柳 梅川　航英 うめかわ　こうえい かき氷　ららららららら　おいしいな

俳句・川柳 米山　大智 よねやま　たいち SLの　けむりもくもく　夏の川

俳句・川柳 米川　楓真 よねかわ　ふうま クラスがえ　夜になっても　ねむれない

俳句・川柳 濱田　遥斗 はまだ　はると 涼風に　あたり猫の子　熟睡だ

俳句・川柳 田中　元 たなか　げん 花粉症　先生の鼻　爆発す
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